




要約: 4p-症候群(以下 4p-)の自然歴を明らかにすることにより 4p-のトータルケアーの向

上に寄与する事を目的として、11 施設中の 8 施設に受診した 18 症例を対象に本研究を行

った。女児が多く、体格は小さい。生命予後は比較的良好だが、発語は不可能独歩は困難

であり知的予後は不良であった。大半の症例が乳児期からの癲癇発作を伴っていた。心奇

形の合併も大半の症例で見られ、特に心房中隔欠損が多かった。癲癇と心奇形に留意した

健康管理が必要と考えられる。4p-の欠失部分の大きさと症状の軽重との間には関係が認

められなかった。両親の染色体分析が行われた家系では 4割に均衡転座保因者が見出ださ

れており、遺伝相談が重要である。


